
（6）No.821広報 平成31年（2019年）4月10日
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おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内

葛
西
・
八
条
用
水
の
両
用

水
路
の
通
水

　
田
植
え
の
準
備
の
た
め
、
通
水
し
ま
す
。

水
路
に
幼
児
や
児
童
が
近
づ
か
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

腹
４
月
２４
日
㈬　
午
前
９
時
～

物
都
市
農
業
課
☎
焚
２
９
９

大
型
連
休
中
の
ご
み
の
収
集

　
４
月
２７
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
大
型

連
休
中
の
ご
み
の
収
集
は
、
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
（
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
窓
口
、
市
内

各
公
共
施
設
で
入
手
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
）
の
日
程
通
り
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
粗
大
ご
み
の
収
集
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

物
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
☎
焚
２
８
５

※
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
☎
９９７
・
６
６
９
６

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

接
種
期
間　
平
成
３２
年
３
月
３１
日
ま
で

不
妊
治
療
費
の
助
成

覆
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
夫
婦

▼
申
請
時
に
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
て
、

双
方
ま
た
は
一
方
が
市
内
に
住
民
登
録
し

て
い
る
こ
と
▼
埼
玉
県
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
の
初
回
助
成
の
対
象
と
な
る
治
療
開

始
日
に
妻
の
年
齢
が
３５
歳
未
満
で
あ
る
こ

と
▼
埼
玉
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
助
成

金
の
支
給
決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

対
象
と
な
る
不
妊
治
療
　
埼
玉
県
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
の
初
回
助
成
の
対
象
と
な

っ
た
も
の
で
、
他
の
助
成
を
県
内
で
受
け

て
い
な
い
も
の

※
た
だ
し
、
次
の
治
療
は
除
く
。
▼
以
前

に
凍
結
し
た
胚は

い

を
解
凍
し
て
胚
移
植
を
実

施
し
た
も
の
▼
採
卵
し
た
が
卵
が
得
ら
れ

な
い
ま
た
は
状
態
の
良
い
卵
が
得
ら
れ
な

い
た
め
中
止
し
た
も
の

助
成
金
額　
埼
玉
県
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
助
成
額
を
除
き
、
上
限
１０
万
円
（
１

０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
※
夫
婦
１
組

に
つ
き
１
回
ま
で

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
補
助
金

覆
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
既
存
住
宅
ま

た
は
新
築
住
宅
に
平
成
３１
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
３２
年
３
月
２０
日
ま
で
に
対
象
と
な

る
設
備
を
設
置
し
た
方（
法
人
は
対
象
外
）

対
象
と
な
る
設
備
　　
「
八
潮
市
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
交

付
要
綱
」
に
適
合
す
る
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム

補
助
金
額
　
３
万
円

複
八
潮
・
草
加
市
委
託
医
療
機
関
お
よ
び

埼
玉
県
内
相
互
乗
り
入
れ
医
療
機
関

覆
過
去
に
１
度
も
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
※
ニ
ュ

ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
こ
と
が
あ
る
方
を
除
く

▼
平
成
３１
年
度
に
６５
・
７０
・
７５
・
８０
・
８５

・
９０
・
９５
・
１００
歳
以
上
に
達
す
る
方

※
過
去
に
１
度
も
定
期
接
種
を
受
け
て
い

な
い
方
へ
４
月
上
旬
に
通
知
を
発
送
し
て

い
ま
す
。
通
知
の
届
い
て
い
な
い
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
任
意

で
予
防
接
種
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
も
、

市
で
把
握
で
き
な
い
た
め
、
通
知
を
発
送

し
て
い
ま
す
。

▼
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
、
心
臓
・
腎じ

ん

臓ぞ
う

・
呼
吸
器
な
ど
に
障
が
い
が
あ
っ
て
日
常

生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
に
該
当
す
る
方
）
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　
１
回

沸
３
０
０
０
円
（
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

方
は
、
受
給
証
提
示
に
よ
り
無
料
）

　
今
後
の
通
知
予
定
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

仏
所
定
の
申
請
用
紙
（
環
境
リ
サ
イ
ク
ル

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
お

よ
び
添
付
書
類
を
平
成
３２
年
３
月
２３
日
ま

で
に
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
窓
口
（
☎
焚
３

３
８
）
へ
（
郵
送
不
可
）

※
申
請
は
、
工
事
完
了
後
、
先
着
順
に
受

け
付
け
し
、
予
算
枠
に
達
し
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
手
続
代
行
者
に
よ
る
複
数
の
同
時
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
（
１
人
１
件
ま
で
）。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
助
成
金

覆
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
課
題
の
解

決
の
た
め
に
行
う
事
業
で
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
団
体

▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
活
動
場
所
を
有

す
る
こ
と
▼
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る

こ
と
▼
団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
約
な
ど

を
定
め
て
い
る
こ
と
▼
適
切
な
会
計
処
理

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

助
成
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
上

限
１０
万
円
、１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
審
議
会
で
の
事
業
説
明
（
１０
分
程
度
）

あ
り

仏
５
月
１０
日
ま
で
に
、
応
募
用
紙
（
市
民

協
働
推
進
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
）
を
市
民
協
働
推
進
課
窓
口
（
☎
焚

４
６
５
）
へ

※
事
前
相
談
可

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備

に
よ
る
施
設
の
利
用
制
限

　
市
内
小
中
学
校
の
教
室
な
ど
に
エ
ア
コ

ン
を
整
備
す
る
た
め
、
工
事
期
間
中
、
学

校
施
設
の
一
部
が
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

物
教
育
総
務
課
☎
焚
４
２
４

えせ同和行為を排除しましょう
―埼葛えせ同和行為対策強化月間―

　本市を含む埼葛１２市町では、毎年４月を「埼葛えせ同和行為対
策強化月間」と定め、同和問題の正しい理解の妨げとなっている
「えせ同和行為」の排除を呼びかけています。

物人権・男女共同参画課☎焚８１１

「えせ同和行為」とは
　同和問題の解決を口実に、個人、企業、行政機関などに対して
「図書等物品購入の強要」や「寄付金・賛助金の強要」など、不
法・不当な行為や要求をすることです。
　このような行為は、要求を受けた人が被害に遭うだけでなく、
同和問題に対する誤った認識を植えつけ、新たな偏見や差別意識
を生む要因となり、同和問題解決のために多くの人々が積み重ね
てきた人権教育や啓発活動の効果を覆す許されない行為です。

えせ同和行為は断固拒否しましょう
　えせ同和行為の要求に応じる義務はありません。終始、き然と
した態度で断固拒否し、えせ同和行為を排除しましょう。その場
しのぎの安易な対応は、かえって相手につけ込まれます。

同和問題（部落差別）に関する正しい理解を深めましょう
　同和問題とは、同和地区（被差別部落）に「住んでいる」あるい
は「生まれた」ということを理由とした不合理な偏見により、結
婚や就職、日常生活などの面で差別を受け、基本的人権が侵害さ
れるという、日本の歴史の中で生み出され、現在もなお存在する
我が国固有の重大な人権問題です。埼葛１２市町では「部落差別の
解消の推進に関する法律」を踏まえ、同和問題の正しい理解が図
られるよう、人権教育・啓発活動を推進しています。

狂犬病予防集合注射のお知らせ
　下記のとおり、狂犬病予防集合注射を実施します。狂犬病予防注射は、室内犬
も含め、すべての犬が年１回受けることが義務づけられています。集合注射に来
られない方は、動物病院で必ず予防注射を受けさせてください。

物環境リサイクル課☎焚２３５

実施日
�
時間

午前10時～11時30分 午後 1時～ 2時30分

４ 月1８日㈭ リサイクルプラザ南側駐車場 松之木公民館（＊）
４月1９日㈮ 大曽根西中央公園（＊） 市役所庁舎西側駐車場
４月22日㈪ やしお駅前公園　南側スペース（＊）文化スポーツセンター駐車場
４月23日㈫ 中川小学校正門向かい（＊） 勤労青少年ホーム駐車場
４月2４日㈬ 中馬場公民館（＊） 資料館駐車場

実施日
�
時間

午前 ９時～11時30分 午後 1時～ 3時

４月21日㈰ 市役所庁舎西側駐車場
※平日と休日で時間が異なります。確認のうえ、お越しください。
（＊）の注射会場には十分な駐車スペースがありませんので、車での来場はご遠慮く
ださい。
沸登録済みの犬…3,300円（注射料金2,７５0円、注射済票交付手数料５５0円）
　新規登録の犬…６,300円（登録料として上記料金に別途3,000円）
※つり銭のないようにご用意ください｡
※犬の登録は、狂犬病予防集合注射の会場または環境リサイクル課で行うことがで
きます。また、登録している犬が死亡した場合は、環境リサイクル課へご連絡くだ
さい。
※犬のフンは、飼い主が責任を持って処理しましょう。

　システムメンテナンス
作業のため、証明書のコ
ンビニ交付サービスを一
時停止します。
腹４月２６日㈮　午前６時３０
分～午後１１時
物住民票・印鑑証明・戸
籍関連＝市民課☎焚２１０、
課税所得証明・非課税証
明関連＝市民税課☎焚
２０６

コンビニ交付
サービスの
一時利用停止


